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い
ま
す
。
都
市
か
ら
参
加
し
た
若
者
の
中

に
は
、
地
元
の
住
民
と
意
気
投
合
し
て
結

婚
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

平
成
二
一
年
度
は
三
七
市
町
村
に
隊
員

が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
全
国

三
三
都
道
府
県
の
七
六
市
町
村
に
延
べ
四

六
五
名
の
派
遣
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
地

球
上
か
ら
日
本
の
国
土
面
積
の
三
分
の
一

に
相
当
す
る
九
四
〇
万
㌶
の
森
林
が
毎
年

消
滅
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
森

林
も
手
入
れ
不
足
に
あ
る
状
況
を
捉
え
、

「
す
べ
て
の
生
命
を
育
む
森
林
を
守
り
、
活

性
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
思
い
か
ら
、

設
立
か
ら
三
年
目
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
の
活
動
は
、
長
野
県
木
曽
の
赤
沢
国

有
林
で
、
観
光
用
の
ト
ロ
ッ
コ
軌
道
周
辺

で
障
害
と
な
る
木
を
取
り
除
い
た
り
草
刈

り
を
行
っ
た
り
す
る
奉
仕
活
動
で
し
た
。

地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
趣
旨
に
賛

同
し
て
順
次
活
動
に
参
加
す
る
人
が
増

え
、
活
動
の
場
も
、
各
地
で
の
民
有
林
の

間
伐
な
ど
へ
と
、
森
林
整
備
の
輪
が
大
き

く
広
が
り
ま
し
た
。

一
方
、
中
国
に
お
け
る
取
組
も
北
京
を

砂
嵐
か
ら
守
る
緑
化
、
長
江
上
流
や
万
里

地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
内
モ
ン
ゴ
ル
の
砂
漠
化
防
止
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
活
動
は
、
現
在
で
は
、「
山
と
緑
の
協
力
隊
」、「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」、「
緑
の
親
善
大
使
」

「
緑
の
学
校
」
な
ど
に
発
展
し
、
森
林
整
備
活
動
の
輪
を
拡
げ
て
い
ま
す
。

過
疎
地
域
へ
の
支
援
と
し
て
の
取
組
が
若
者
の
就
村
を
促
す
な
ど
、

森
林
の
整
備
だ
け
で
は
な
い
成
果
も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

作業前の打ち合わせ

中国の砂漠での植林活動の取組

拡
が
る
活
動
の
輪

地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
は
、
設
立
と
同
時

に
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
の
砂
漠
緑
化
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
設
立
翌

年
か
ら
は
、
農
山
村
に
興
味
を
持
つ
若
者

を
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す
地
方
自
治
体

に
一
年
間
派
遣
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
緑
の

ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

地
域
に
根
付
き
、
農
林
業
だ
け
で
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
地
域
の
人
々
と
一
体

と
な
っ
て
活
動
す
る
ふ
る
さ
と
協
力
隊
は

四
季
を
通
じ
て
「
地
方
の
暮
ら
し
」
を
体

験
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
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点
以
上
の
応
募
が
あ
り
、セ
ン
タ
ー
は
、「
お

か
し
の
森
」
を
各
地
に
作
っ
て
、
森
林
再

生
活
動
の
大
事
な
柱
に
し
て
活
用
し
た
い

と
努
力
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
マ
イ
レ
ー
ジ
を
導
入

山
と
緑
の
協
力
隊
は
、
平
成
二
〇
年
か

ら
「
Ｃ
Ｏ
２
マ
イ
レ
ー
ジ
」
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し

て
の
機
能
を
高
め
る
た
め
に
、
森
林
の
適

切
な
管
理
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
一
歩
進
め
て
グ
リ
ー
ン
ア
ー
ス
マ
イ

レ
ー
ジ
（
Ｇ
Ｅ
Ｍ
）
の
名
称
で
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
の

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
人

の
活
動
を
数
値
化
し
、
計
算
し
て
（
Ｃ
Ｏ

２
を
貯
金
）
そ
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
分
の
苗
木
を
、

中
国
豊ホ
ウ
ネ
イ寧

県
の
荒
れ
地
に
植
え
る
仕
組
み

で
す
。

マ
イ
レ
ー
ジ
の
カ
ウ
ン
ト
は
、
地
球
緑

化
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
参
加
し
た
方
々
の

活
動
を
一
時
間
当
た
り
一
〇
㎏
/
Ｃ
Ｏ
２

と
カ
ウ
ン
ト
し
、
一
年
間
に
ス
ギ
が
吸
収

す
る
一
四
㌔
㌘
（
森
林
総
合
研
究
所
調
べ
）

で
割
り
返
し
て
ス
ギ
の
苗
木
の
購
入
本
数

を
算
出
、
緑
化
活
動
に
役
立
て
る
と
い
う

も
の
で
す
。

の
長
城
の
緑
化
活
動
な
ど
が
加
わ
り
、「
緑

の
親
善
大
使
」
と
し
て
活
動
展
開
し
て
い

ま
す
。「
緑
の
親
善
大
使
」
は
日
中
友
好
の

掛
け
橋
の
役
割
も
果
た
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

過
疎
地
域
の
人
び
と
と
交
流

山
村
で
は
過
疎
化
と
高
齢
化
が
進
み
、

「
限
界
集
落
」
な
ど
と
あ
り
が
た
く
な
い
言

葉
さ
え
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
地

域
に
自
ら
進
ん
で
出
向
き
、
農
林
業
の
作

業
を
手
伝
う
と
と
も
に
、
地
元
の
人
び
と

を
元
気
づ
け
る
活
動
が
「
山
と
緑
の
協
力

隊
」
の
目
的
で
す
。
言
わ
ば
、
森
林
整
備

専
門
の
短
期
間
型
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力

隊
」
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
都
市
の
若
い
人
た
ち
が
過
疎

地
域
に
出
向
き
、
北
は
岩
手
県
、
秋
田
県

か
ら
南
は
山
口
県
、
四
国
の
各
県
に
及
ん

か
け
な
い
の
が
大
原
則
で
す
。

湘
南
海
岸
林
の
整
備
に
も

湘
南
地
域
の
海
岸
林
を
守
る
活
動
も

「
山
と
緑
の
協
力
隊
」
の
活
動
と
し
て
平
成

二
〇
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
海
岸
か

ら
の
飛
砂
を
防
ぐ
森
林
を
健
全
に
保
つ
た

め
、
下
草
刈
、
つ
る
切
、
除
伐
等
を
行
い

ま
す
。
午
前
中
に
整
備
作
業
を
行
い
、
午

後
は
浜
辺
で
野
外
教
室
を
開
催
し
た
り
、

ど
ん
ぐ
り
拾
い
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、

こ
の
ど
ん
ぐ
り
を
苗
木
に
育
て
将
来
、
湘

南
海
岸
に
植
樹
す
る
計
画
で
す
。

当
初
、
大
学
生
中
心
の
活
動
で
し
た
が
、

最
近
で
は
一
〇
代
か
ら
六
〇
代
ま
で
幅
広

く
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
く
活
動

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

森
と
町
を
結
ぶ
お
か
し
の
森

森
林
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
山
村
を
元
気

に
す
る
に
は
都
市
の
住
民
の
協
力
は
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。
平
成
二
一
年
七
月
に

長
野
県
小
海
町
に
「
お
か
し
の
森
」
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
、
森
と
町
を
結
ぶ
太
い
パ
イ
プ

を
つ
く
り
ま
し
た
。
木
の
実
を
食
材
に
し

た
「
創
作
菓
子
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
は
じ
め
、

森
林
教
室
や
森
づ
く
り
活
動
、
木
や
木
の

実
を
活
用
す
る
創
作
活
動
な
ど
で
す
。

創
作
菓
子
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
三
〇
〇

整備現場に入っての打ち合わせ（写真上）と蔓な
どの除去作業（写真中）と参加者一同（写真下）

で
い
ま
す
。
地
ご
し
ら
え
か
ら
植
林
、
人

工
林
の
間
引
き
、
枝
落
と
し
、
草
刈
り
な

ど
森
づ
く
り
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を

こ
な
し
ま
す
。

「
山
と
緑
の
協
力
隊
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

土
曜
日
の
昼
に
作
業
を
行
う
現
地
の
最
寄

り
駅
に
集
合
し
て
、
午
後
に
森
林
で
作
業

を
行
い
、
夜
は
森
林
教
室
と
懇
親
会
、
日

曜
日
の
午
前
中
に
山
仕
事
を
行
っ
て
解
散

し
ま
す
。
地
元
の
人
び
と
の
好
意
で
、
ソ

バ
打
ち
教
室
や
特
産
品
づ
く
り
教
室
が
開

か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

現
場
の
活
動
に
は
、
一
〇
代
か
ら
七
〇
代

ま
で
男
女
を
問
わ
ず
に
参
加
で
き
ま
す
。

森
林
作
業
班
は
経
験
豊
富
な
人
を
班
長
に

編
成
し
て
お
り
、
安
全
第
一
に
楽
し
み
な
が

ら
の
仕
事
に
徹
し
て
い
ま
す
。
交
通
費
と

宿
泊
費
は
自
己
負
担
で
、
地
元
に
迷
惑
を


